（３）指導と評価の計画（８時間扱い）　本時は〇印　5/8時
	時間
	１
	２
	３
	４
	⑤
	6
	７
	８

	ねらい
	陸上競技の特性や学習のねらいを理解し、学習の見通しをもとう。
	○走りの基礎的な技能を身に付け積極的に走ろう。
	○自分に合った歩数で、第１ハードルを走り越そう。
	○３歩で跳べるインターバルを探そう。
	○遠くから踏み切り勢いよくハードルを走り越そう。
	○正しいハードリングを意識してハードルを飛び越そう。
	○仲間の走りの課題や動きのポイントを友達と伝え合おう。
	○記録会で、自己記録に挑戦しよう。

	指導内容
	・特性や約束事、健康や安全な学習の仕方
・役割分担や準備や片付けの仕方
	・クラウチングスタートの使い方、走りのポイントの確認。
	・１台目までの歩数
・振り上げ脚の決定
	・自分に合ったインターバルの決定
	・ハードルを踏み切る位置
	・抜き足の正しい軌道
	・課題解決のための練習や課題別のポイントの学び合い。
	これまで学習したことを生かして記録測定。

	学習過程
	１　集合、挨拶、出欠確認、健康観察
２　本時のねらいと内容の確認
３　陸上競技の特性や約束事の説明
※成り立ちや安全な学習の仕方等
４　陸上競技の授業の進め方の説明
・学習の流れを知る
・グループ編成、役割分担
※役割の果たし方、協力の仕方、心構え
５　陸上競技の基本技能の説明
・感覚つくりの運動の行い方を知る。
・走る、踏み切りの基礎的なポイントを知る。
	


７　スタート練習
○クラウチングスタートの正しい姿勢・上体の起こし方。
○正しい腕振りのポイント。
	
６　本時のねらいと内容の確認（学習の見通しをもつ）


７　１台目までの練習
○自分に合った１台目までの、歩数の数え方。
・自分の歩数は奇数？偶数？
○自分のあった歩数で、勢いよくハードルを跳び越す。８   用具の片付け　９　 集合・健康観察　10　 整理運動　11　 学習の振り返り・まとめ　12　　次回予告を行う　13　 挨拶・解散

	


７　インターバルを探す練習
○インターバルの歩数の数え方。
・着地は何歩目。
○6.0～8.0mの間を３歩で走り越せるインターバルを探す。
	１　用具の準備　２　挨拶・出欠確認・健康観察　３　前回の振り返り　４　準備運動　５　感覚つくりの運動
３　前回の振り返り



７　抜き足練習
○抜き足を横に寝かせて前に出す練習。
・腕を前に突き出す。
・腕を素早く入れ替える。
	


７　遠くから踏み切り練習
○マーカーを使用し、踏み切り位置を確認。
・跳び越す位置
・勢いよくハードルを越える。
	


７　課題練習
○リズミカルにインターバルを走れている。
○スピードを落とさずにハードルを走り越せている。
	


７　課題練習
○これまでの練習から、自分の課題に対して練習。
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